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戦後 80 年 戦争を見直す 
 

今年は戦後 80 年目ということで、夏休み中にも新聞やテレビなどのメディアで戦争が取り上げられま
した。学校だよりでも毎年戦争についてお話ししています。皆さんに知っていてもらいたいことをまとめ
ておきます。 

１ 東京大空襲 皆さんの住むこの台東も被災しました。昭和 20 年 3 月 10 日未明の空襲で、一晩で 10
万人以上もの死者が出ました。歴史上一日の空襲では最大規模の被害です。また、軍事施設ではなく、民
間人の住む木造住宅に対し、有効に火災を起こす焼夷弾が大規模に使用されました。 

２ 広島、⾧崎の原子爆弾 8 月 6 日広島にウラン原爆リトルボーイ、8 月 9 日にプルトニウム原爆フ
ァットマンが使われ、どちらも 10 万人前後の死者が出ました。戦争の早期終結のためともいわれますが、
一方で戦後の冷戦に備えた威力の誇示でもあったといわれています。 

３ 沖縄の地上戦 7 月号でも述べましたが、民間人に多くの被害があり、その中には大人に加え、中
高生の少年少女も戦争に動員されて多くの命が失われました。 

いずれも大変悲惨な歴史ですが、第二次世界大戦ではヨーロッパでは多くの国が地上戦での戦場とな
り、アジアでも多くの地が戦場と化し、民間人も含め多くの犠牲者を生み出しました。 

戦後 80 年、幸い日本は戦争に巻き込まれていませんが、今でもウクライナや中東では戦争が続き、ま
たほかにも多くの内戦などが続いています。 

戦場にならなくても、突然あなたの頭上にミサイルが飛んでくる、学校から帰ったら家が爆弾で壊れて
いる、学ぶことができなくなり、寝る場所がなくなり、やがて食べるものもなくなる。そんなことが起き
るのが戦争です。一方、安心して明日の予定を考えながら、寝床につくことができる、それが平和のあり
がたさです。 
 
◆ 学校生活の様子 ◆ 

   

 



◆ 学校生活の様子 ◆ 
☆ 霧ヶ峰林間学園(部活動合宿) ８／３(日)～８／５(火) 

☆ 中学生海外短期留学派遣 ８／５(火)～８／１４(木) 

☆ English Summer School ８／２１(木)・２２(金) ☆青少年フェスティバル ９／７(日) 

 

 

 

     

☆ 第７９回台東区中学校連合陸上競技大会 ９／９(火) 

 

  

   

◆ 表彰（敬称略） ◆ 
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